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（写真提供者：石塚則夫さん）

　秋田市雄和の各地区に伝わる「ヤマハゲ」は、大みそかや小正月の伝統行事です。
独特な技術で作られた面とケラを身につけ、神社でお祓いをしてから、各家々を廻ります。
　家内安全や無病息災を祈願し悪魔祓いをして、地域や暮らしぶりを守ってくれる神の使
者といわれております。
　近年は国際教養大学の外国人生徒さんも参加するなど、国際色豊かな行事となっていま
す。
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さいとう みつこ

割り箸を筆代わりに心のメッセージを描き
伝える詩人。
各種講演会やカウンセリング活動の他、県内
の昔話や民話の研究、地域資源を活用した秋
田弁の伝承等について、精力的に創作活動中。
（今回のメッセージ）
「自分の心に正直に、自然の流れのままに生
きていると　いずれは大きな導きとともに、
自分の望む人生を歩んで行くでしょう」
（ハートメッセージ代表、
 一般財団法人カミーノあきた理事長）

割り箸書画（秋田市在住）
平成21年度　河辺雄和商工会主催
「農商工連携JANGO塾」卒業生

謹賀新年

年頭のごあいさつ

年頭のごあいさつ

ネットde記帳お声ご紹介

まるごとＪＡＮＧＯ自慢コーナー

新会員のご紹介

雄和支所閉所のお知らせ

　

祈願！　家内安全、無病息災

愛の心葉
メッセージ

Ⅲ
こころば

新春 謹んで新年のご挨拶を申し上げます。新春 謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
“東日本大震災の一日も早い完全復旧・復興を願っております”“東日本大震災の一日も早い完全復旧・復興を願っております”

～手をつなぎ、ひろげよう　助けあいの輪を！～～手をつなぎ、ひろげよう　助けあいの輪を！～
雄和のヤマハゲ（伝統行事）
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　毎
年
こ
の
紙
面
は
「
新
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。」
か
ら
始
ま
る
の
が

常
で
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災

以
来
全
て
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
こ
の
紙
面
の
ス
タ
ー
ト
も
変
わ

り
、
年
賀
状
の
「
お
め
で
と
う
」
の
言

葉
も
被
災
地
に
配
慮
し
少
な
く
な
っ
た

こ
と
。
反
面
「
頑
張
ろ
う
日
本
」
や
昨

年
末
新
語
大
賞
に
選
ば
れ
た
「
絆
」
の

言
葉
が
多
く
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　さ
て
、
東
日
本
大
震
災
、
ま
さ
に
未

曾
有
の
震
災
と
な
り
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　昔
か
ら「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。こ
の
度
の
大
震

災
は「
こ
の
よ
う
に
備
え
て
あ
れ
ば
大
丈

夫
」と
今
ま
で
考
え
て
い
た
こ
と
が
、こ

と
ご
と
く
打
ち
砕
か
れ
た
感
じ
で
す
。

　例
え
ば
、宮
城
県
沖
地
震
は
発
生
確
率

99
％
と
い
わ
れ
て
い
た
そ
の
予
想
通
り

地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。し
か
し
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
と
い
う
規
模
で
起
き
る

と
は
誰
も
予
想
し
て
は
い
な
か
っ
た
。

　大
津
波
警
報
が
出
さ
れ
た
も
の
の
、

ま
さ
か
あ
れ
ほ
ど
の
規
模
と
は
・
・
・
。

首
都
圏
で
は
交
通
マ
ヒ
が
起
き
「
帰
宅

難
民
」
と
い
う
新
語
が
生
ま
れ
る
と
い

う
皮
肉
、
前
代
未
聞
の
事
態
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
原
子
力
発
電
所
の
ト
ラ
ブ

ル
は
「
想
定
外
」
で
「
処
理
さ
れ
て
は
」

た
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　会
員
の
皆
様
に
は
こ
の
よ
う
な
ト
ラ

ブ
ル
は
想
定
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

非
常
用
食
料
品
備
蓄
を
準
備
し
、
万
が

一
の
た
め
備
え
た
い
も
の
で
す
。

　幸
い
こ
の
様
な
非
常
用
の
品
々
は
商

工
会
員
の
お
店
は
得
意
分
野
で
し
ょ
う
。

県
や
市
に
防
災
食
料
等
備
蓄
品
は
多
少

あ
り
ま
す
が
自
己
の
危
機
管
理
の
一
環

と
し
て
各
家
庭
に
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
を

作
り
提
案
、
売
り
込
み
の
チ
ャ
ン
ス
に

し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。「
災
い
転
じ

て
福
と
な
す
」。
既
成
概
念
に
と
ら
わ

れ
ず
、
前
向
き
な
一
年
で
あ
り
ま
す
様
、

会
員
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
新
年
の
挨
拶

と
し
ま
す
。

　平
成
24
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　河
辺
雄
和
商
工
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
、
本
市
市
政
に

多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
た
ま
わ
り
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
東
日
本

大
震
災
の
発
生
や
円
高
の
進
行
な
ど
、

地
域
経
済
は
も
と
よ
り
、
日
本
経
済
全

体
が
大
き
く
揺
れ
動
い
た
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
河
辺
雄
和

商
工
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
企
業
経

営
の
安
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
迅

速
・
的
確
に
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
地
元

中
小
、
小
規
模
企
業
者
を
力
強
く
支
え

て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　さ
て
、
本
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
新

た
な
総
合
計
画
「
県
都
『
あ
き
た
』
成

長
プ
ラ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
本
プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
「
と
も
に

つ
く
り 

と
も
に
生
き
る 

人
・
ま
ち
・

く
ら
し
」
の
実
現
に
向
け
て
、
本
年
も

引
き
続
き
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協

定
）
へ
の
参
加
に
関
し
て
は
、
国
に
は

十
分
な
議
論
を
尽
く
し
、
国
民
的
な
合

意
を
得
た
う
え
で
、
慎
重
に
判
断
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
影
響
は
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
き
ま

し
て
も
、
農
業
・
商
業
・
工
業
の
連
携

な
ど
、
産
業
全
体
が
い
か
に
競
争
力
を

つ
け
て
い
く
の
か
が
今
後
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　河
辺
雄
和
商
工
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
元
気
の
あ
る
地
域
、
企

業
づ
く
り
に
向
け
、
経
営
改
善
普
及
事

業
や
河
辺
雄
和
地
域
の
豊
富
な
地
域
資

源
を
活
か
し
た
振
興
施
策
に
取
り
組
ま

れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

　結
び
に
、
河
辺
雄
和
商
工
会
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
活

躍
な
ら
び
に
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

〜 

非
常
時
の
食
料
品
販
売
を 

〜
木

　村

　友

　勝

河
辺
雄
和
商
工
会
会
長

　
　

年
頭
あ
い
さ
つ

　
　
　秋
田
市
長

穂

　積

　
　
　志
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　平
成
二
十
四
年
の
新
春
を

迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　旧
年
中
は
青
年
部
事
業
に

多
大
な
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　三
月
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
、
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
地
域
で
は
今
な
お
被

災
し
た
方
々
が
厳
し
い
生
活

を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
我
々

は
現
在
何
が
出
来
る
の
か
を
、

今
一
度
考
え
て
行
動
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　震
災
か
ら
始
ま
っ
た
節
電

や
エ
コ
運
動
は
、
昨
年
を
象

徴
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
地
球
に

優
し
く
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は

な
く
、
現
実
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
枯
渇
と
い
う
危
機
的
状
況

下
で
、
国
民
一
丸
と
な
り
改

め
て
原
子
力
依
存
体
質
の
是

非
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　震
災
不
況
に
端
を
発
し
た

日
本
経
済
の
停
滞
は
、
地
域

経
済
に
も
暗
い
影
を
落
と
し
、

閉
塞
感
が
否
め
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う

時
だ
か
ら
こ
そ
、
我
々
青
年

部
は
全
国
に
広
が
る
青
年
部

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

地
域
に
元
気
を
与
え
る
と
と

も
に
、
商
工
会
の
将
来
を
担

う
経
営
者
と
し
て
『
自
立
＆

自
律
』
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
行
動
し
て
い
く
事
が
責
務

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　本
年
も
青
年
部
は
地
域
貢

献
と
組
織
強
化
を
重
点
項
目

に
掲
げ
、
積
極
的
に
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
発

展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　国
中
の
誰
し
も
が
震
災
に

見
舞
わ
れ
た
方
々
の
復
興
へ

の
祈
り
、
又
経
済
の
回
復
へ

の
期
待
、
そ
の
他
色
々
な
難

局
の
解
決
へ
の
願
い
を
込
め

て
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た

事
と
存
じ
ま
す
。

　地
域
商
工
業
者
支
援
機
関

と
し
て
県
連
が
設
立
さ
れ
て

五
十
年
、
女
性
部
が
発
足
し

て
四
五
年
に
な
り
ま
し
た
。

ピ
ー
ク
時
は
六
八
の
単
会
が

合
併
後
二
一
と
そ
の
数
こ
そ

変
わ
り
ま
し
た
が
、
志
し
は

今
も
衰
え
る
事
な
く
む
し
ろ

向
上
し
て
い
る
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。
部
長
と
し
て
県

女
連
の
会
に
参
加
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
助
成
金
を
活
用

し
て
の
事
業
の
促
進
、
女
性

部
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
、
エ
コ

活
動
事
業
又
公
の
機
関
へ
の

積
極
的
参
加
等
々
和
田
会
長

の
も
と
事
務
局
の
協
力
を
頂

い
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
県
女
連
の
決
定
事
項
は

単
会
に
下
さ
れ
、
私
達
女
性

部
は
事
務
局
か
ら
の
連
絡
で

そ
れ
を
把
握
し
、
事
業
へ
の

協
力
は
、
皆
様
の
お
陰
を
も

ち
ま
し
て
つ
つ
が
な
く
済
ま

せ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

並
行
し
て
、
私
達
の
事
業
も

家
業
を
守
る
為
に
も
家
を
空

け
る
事
が
出
来
な
い
時
世
に

も
か
か
わ
ら
ず
御
参
加
頂
き

ま
し
て
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
女
性
部
の
行

動
は
す
べ
て
お
客
様
の
為
に

有
り
、
地
域
貢
献
と
活
性
化

に
注
が
れ
て
お
り
ま
す
。
設

立
時
よ
り
一
貫
し
て
参
り
ま

し
た
お
も
て
な
し
の
心
が
住

民
の
方
々
に
よ
り
浸
透
し
て

行
く
よ
う
願
わ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

　最
後
に
私
事
で
す
が
六
年

と
い
う
年
月
丁
第
致
し
ま
し

た
す
べ
て
に
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
て
年
頭
の
あ
い
さ

つ
と
致
し
ま
す
。

【
河
辺
雄
和
商
工
会
】

会

　長

　木

　村

　友

　勝

副
会
長

　齊

　藤

　善

　悦

岡

　部

　正

　高

理

　事

　鈴

　木

　幸

　次

佐
々
木

　義

　友

齊

　藤

　敏
比
己

戸
井
田

　喜
美
雄

佐

　藤

　三

　男

岡

　部

　廣

　忠

安

　藤

　彦

　一

佐
々
木

　
　
　勲

足

　利

　公

　雄

岡

　部

　秋

　男

齊

　藤

　一

　志

吉

　田

　憲

　充

横

　田

　徳

　正

石

　塚

　勝

　己

舟

　山

　賢

　治

五
十
嵐

　龍
之
介

伊

　藤

　
　
　久

工

　藤

　
　
　司

髙

　橋

　昇

　吉

田

　村

　一

　之

加
賀
谷

　
　
　亨

田

　口

　
　
　悟

高

　屋

　貞

　一

工

　藤

　康

　憲

齊

　藤

　秀

　徳

髙

　橋

　仁

　司

佐

　藤

　総

　栄

髙

　橋

　啓

　正

（
青
年
部
長
）

永

　澤

　恵

　子

（
女
性
部
長
）

監

　事

　石

　井

　重

　一

木

　村

　昌

　永

事
務
局
職
員
一
同

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

青
年
部
長

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

女
性
部
長

髙

　橋

　啓

　正

永

　澤

　惠

　子
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お気軽にご相談

く
だ
さ
い
！

お気軽にご相談

く
だ
さ
い
！

TEL:018-863-9016　FAX:018-863-9010

ありが
とうございました。

秋田県信用保証協会にご相談下さい！

　当協会では、県緊急経済対策枠など低利な融資保証制度を

多数用意しております。

【事務局より】ありがとうございました。とても笑顔のステキな三浦さんの
　　　　お声を大切にさせていただきます。これからも宜しくお願いします。

中小企業倒産防止共済制度（経営セーフティ共済）が
平成23年10月から、さらに充実しました。

　中小企業倒産防止共済制度は、取引先が倒産した場合に、中小企業基盤整備機構が、 ①
納付された掛金の10倍内で　②取引先企業の倒産によって回収困難となった売掛金債権の
額のいずれか少ない額の範囲内において、共済契約者に対し、無利子・無担保・無保証人
で共済金の貸付けを行い、中小企業の連鎖倒産を防止する制度です。節税しながら強固な
経営基盤が確保できます。改正により、内容が一層充実し、魅力がアップしました。 期間中は皆様からた

くさんご加入いただ
き、誠にありがとう
ございました。おか
げ様で今年度の目標
を達成いたしました。
ご協力に心より感謝
申し上げます。

⑴貸付限度額等の引上げ
　貸付限度額（3,200万円⇒8,000万円） 
　掛金総額（320万円⇒800万円） 
　掛金月額（8万円⇒20万円）　
⑵償還期間の延長
　5,000万円未満（5年） 
　5,000万円以上6,500万円未満（6年） 
　6,500万円以上8,000万円以下（7年）
⑶早期償還手当金制度の創設
　貸付金を繰り上げて償還した完済者に対し、新たに手当金を支給。

　「いらっしゃいませ」ドア開けた瞬間にステキな笑

顔とやさしい掛け声でお出迎えしてくれました。子供

の頃からの美容師になりたいという夢を実現し、Ｈ10

年に現在のお店をオープンしたそうです。「お客様が

きれいになるのがうれしいの。最近では地元の小学生が体験学習で

お店を訪ねてきてくれるんです。微力ですが地域のお役にたてたら

うれしいです。ネットde記帳システムとの出会いは記帳で困ってい

た時に、職員の方にお声をかけて頂き現在に至

っています。お客様との時間を大切にしたい私

にとって、日計表を記入して、商工会さんに提出すると現在の経営成績をわか

りやすく説明して頂き、時間短縮にもなり何よりお店について一緒に考えてく

れる事がうれしいんです。ネットde記帳を利用して本当によかったと思ってい

ます」と語ってくれました。

ありがとう
キャンペーン終了
今年度目標
達成です!!

記帳で
悩んでいませんか？

美容業　秋田市河辺北野田　　
「美容室ソフィア」℡.881-1078

三浦　紀子さん
（利用５年目）

ネットde記帳
利用して

　よかっ
た！お声ご紹介

大好きな花と観葉植物に
囲まれて「ハイポーズ」
三浦紀子さんでした。

商工貯蓄共済
会員福祉共済
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　河辺雄和地区の特産品にスポッ
トライトを当てて皆様にご紹介す
るこのコーナー、第３回目は「株
式会社雄和振興公社」のアイスク
リームをご紹介いたします。

　株式会社雄和振興公社は平成８年に公共施設の運営を行う第３セクターとして

設立されました。その目的の一つである地域特産品開発の拠点として誕生した秋

田市雄和観光農産物加工所「味工房」で、地元の産品を使った加工品の開発が行

われています。味工房のアイスクリームとシャーベットは地域の安心できる素材

を使っているほか、その種類の豊富さが魅力です。味工房では常時14種類程度取

り揃えておりますが、季節によって内容が変わるため、季節ごとに様々な組み合

わせで楽しめるところが人気です。ぜひ、ふるさとのさ

わやかな味をご賞味ください。

　10月30日㈰、河辺雄和地域を巡る１日体験バスツアーの第２弾が開催され、

秋田市内から16名の方が参加されました。今回のツアーでは、午前中に岩見

三内の山上果樹園を見学した後、岨谷峡、伏伸の滝等を散策、昼食は「お食

事処やまぶき」でいただきました。午後からは雄和へ移動し、糠塚の「Villa

フローラ」でダリア染め体験を行った後、種沢でダリアの摘み取り体験、そ

して最後に８月に椿台第一市民農園に種を蒔いた大根

を収穫しました。８月に行った第１回目、そして今回

の第２回目共に参加者からは、「このツアーがきっか

けで今後のレジャーやショッピングの選択の幅が広が

った」という声が多数寄せられ、非常に好評であった

ことから、今後も協力企業を増やしながら様々な観光

ルートを提案し、情報を発信していく予定である。

市民農園で記念撮影

胡麻アイスとこまちアイスの
２色盛り　250円

ご贈答にカップアイスや
最中アイスもおすすめ！

ダリア染めのハンカチ 山上果樹園にて

　今年度新しく会員になられた方々
です。どうぞ宜しくお願いします。

●有限会社アイファイン
（小売・サービス業）

代表取締役　伊　藤　一　光 さん
　 秋田市河辺北野田高屋字茱萸野31－９

●有限会社　タグチオートジャパン
（自動車販売業）

代表取締役　田　口　　　淳 さん
　 秋田市河辺北野田高屋字前田19－２

所在地：秋田市雄和妙法糠塚1ー1
ＴＥＬ：018ー886ー3990
営業時間：9：00～17：00

秋田市ホームページで
　自社のＰＲができます。（登録・管理料は無料）
　自社ホームページが無くても、技術や生産・販売力な
どをアピールし販路開拓、受発注機会の拡大、企業間取
引等の促進が図れます。
（お問い合わせ）
秋田市商工部商工労働課  商工振興担当  佐藤均さんまで
　電話 ０１８－８６６－２４２９
詳しくは秋田市ホームページをご覧ください。
http://www.city.akita.akita.jp/city/in/pr/corpinfo/?

※ホームページから通信販売による購入も可能です。
　雄和振興公社HP：http://www.yuwa-kousya.jp/aji/shop.htm

3

株式会社雄和振興公社
支配人 京極勝夫さん

体験ツアー開催！第2回

ご存知
ですか？

新会員の紹介新会員の紹介新会員の紹介新会員の紹介

私が
作ってます！！
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　今まで雄和支所のあり方について、移動商工会をはじめ、組織委員会や役員会で協議してまいりま

したが、商工会事業、業務の一層の効率化や、商工会財政再建の観点から、平成24年３月31日をもっ
て閉所する事と致しました。
　今後、雄和支所の商工会館のあり方については、皆様から寄せられたご意見を参考に、検討してま

いりますので、どうぞご理解をお願い致します。

　商工会では、正しい申告・納税を行っていただくため、平成23年度分の確定申告に係る記帳継続指導個別講習会を、

下記のとおり開催いたしますので是非ご出席下さい。

【日程・会場】

【内　容】平成23年分に係る決算書及び確定申告書の作成指導

　雄和の３地区（戸米川・種平支部、大正寺支部、川添支部）にて、
11月２日㈬、22日㈫、25日㈮に、各々移動商工会が開催され、延
べ28名の会員の皆様よりご出席頂きました。
　内容は次のとおりです。
１．商工会経営実態調査について（報告）
２．商工会事業に対する要望について
３．雄和支所のあり方について
４．その他
　特に雄和支所の今後のあり方については、出席者の皆さんより
日頃のお考えをお聞きしました。

　「第51回商工会全国大会」が、東京・渋谷のＮＨＫホールを会
場に、全国の商工会関係者４千人近くが参集し開催され、本会か
らは木村商工会長が出席しました。会場には国会議員をはじめ、
関係機関・団体等の代表者など、多くのご来賓の方々からお越し
を頂きました。
　当日の最重点要望項目は次のとおりです。

１．東日本大震災被災地に対する
継続的な支援の実施

２．地方に活力を与える景気対策
の実行

３．中小・小規模企業対策の拡充
及び支援体制の強化

４．まちづくりの支援、地域コミ
ュニテｲ維持活動の強化

５．新たな50年に向けた商工会の
組織力の強化

　「秋田県商工会連合会創立50周年記念式典」が、
11月８日㈫に秋田キャッスルホテルを会場に280名
出席のもと開催され、本会からは、木村商工会長、
齊藤副会長をはじめ10名が出席しました。
　第１部では、政治評論家の森田実先生を講師に「今
こそ求められる商工会力」をテーマにご講演をいた
だきました。
　第２部の記念式典では、県連会長より本会へ感謝
状の贈呈がありました。
　第３部では、地域経済活性化「秋田県商工会集会」
が開催され、次の４項目が国、県への要望事項とし
て満場一致で決議、承認されました。
１．東日本大震災による間接被害への迅速な対応
２．地域経済に影響を与える外的要因への迅速な
対応

３．中小・小規模企業対策の拡充
４．地域コミュニテｲの維持、まちづくりの支援

開 催 日 　 時 　 　 間 　 講　師
平成24年２月27日㈪
平成24年３月２日㈮
平成24年３月６日㈫

午後１時～午後４時まで
午後１時～午後４時まで
午後１時～午後４時まで

税理士
税理士
税理士

開 催 日 　 時 　 　 間 　 講　師
平成24年３月８日㈭
平成24年３月12日㈪
平成24年３月14日㈬

午後１時～午後４時まで
午後１時～午後４時まで
午後１時～午後４時まで

税理士
税理士
税理士

河辺雄和商工会本所

記念式典であいさつをする
村岡県連会長

記念式典であいさつをする
村岡県連会長会場の東京・渋谷「ＮＨＫホール」壇上会場の東京・渋谷「ＮＨＫホール」壇上

県連会長より贈呈された感謝状県連会長より贈呈された感謝状

商工会の取り組みご紹介（11月～１2月）商工会の取り組みご紹介（11月～１2月）
移動商工会

第51回商工会全国大会

記帳継続指導個別講習会のご案内

県連創立50周年記念式典

河辺雄和商工会　「雄和支所」閉所のお知らせ


